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―――――――あなたにとって「パレスチナ」って何ですか？―――――――
遠い国の、新聞紙に載って報道されているだけのこと？

そこには私達と同じ日常という生活が、封鎖された、分離壁に囲われた、検問所を
通らなければならない日常というなかに「生活」があります。その生活を感じるこ
とができるリポートをJVC（日本国際ボランティセンター）のホームページから
と、パレスチナ子どもキャンペーンのホームページから写真展示をしています。

■「もっと知りたいパレスチナ～ガザで起きていること～」 ウィルあいち1階展示
室
<日程：3月3日(火)～11日(水)（3月9日休館日を除く） 9:00～21:00（最終日
17時まで） 場所：ウィルあいち１階展示コーナー
（地下鉄「市役所」駅2番出口より徒歩10分）
☆☆☆入場無料☆☆☆
以下は、展示内容より

■「どうして？ 栄養失調児が？」

ガザのアルデルインサン栄養センターでは、新規の栄養失調児が8月4～6月の間に
400人。「どうして？ 栄養失調児が？」
封鎖のための食料・水・電気・燃料の不足がつづき、新規の栄養失調児が増える一
方です。
「どうして封鎖？」
2008年昨年のガザ地区に住むパレスチナの人々の暮らしが紹介されていますので7
月8月...12月27日と順次ホームページで紹介されているガザの人々の日常生活の1
コマをお伝えします。

★ 2008年7月 「パレスチナの刺繍」パレスチナの伝統と誇りを伝える文化的な意

http://www.ngo-jvc.net/
http://ccp-ngo.jp/photo.html


味も込められた素晴らしい刺繍のバッグを日本で販売できる商品開発の為に女性達
が集まっています。ベイト・ジブリン難民キャンプ ハンダラ文化センターの女性
グループの新しい企画です。

★ 8月
ガザのアルデルインサン栄養センターに集う お母さんと子どもたち
新規の栄養失調児が8月4～6月の間に400人
封鎖のための食料・水・電気・燃料の不足がつづき、新規の栄養失調児が増える一
方。

★ 9月ガザで始めての博物館がオープン
「ガザには素晴らしい考古学遺跡や美術品がたくさんあるのに人々はそれらの価値
を知らず建築現場でも注意されずに壊されたり捨てられたりしている。ガザの人た
ちにこれらの遺産を守っていくことを伝えたい」博物館のスタッフの思いです。

★ 110月「オリーブの収穫」
オリーブの収穫時、地元のNGOなどがオリーブ摘みキャンペーンを行います。パ
レスチナ西岸地区では、特にこの時期、イスラエルの入植者がオリーブ畑に入って
きて、パレスチナ人農家の作業を妨害したり攻撃したりする事件が少なくなく、多
くの人が参加することでこれらの行為を阻止する目的でキャンペーンを行う。村の
人達が毎年この木の下で収穫の歌を歌ってその喜びを分かち合うそんな平和な光景
を願って、皆で収穫の歌を口ずさみながら帰途につきました。

★ 11月「ガザに入れない」
リポートは、JVCの現地スタッフが、ガザ地区に入る許可を受けていて出入りして
いるのですが、彼女たちですらこの頃から入れなくなってしまいました。ボラン
ティアのスタッフはイスラエルから通行の「許可証をもらって、それで検問所を
通って中に入るのですが、もうほとんど誰も入れない状態にこの頃からなってしま
いました。

★ 12月 まだ穏やかだった12月20日
ベイト・ジブリン難民キャンプの女性グループの手によるパレスチナ刺繍によるプ
レゼンテーションと展示が、古い建物を改造した会場でとても雰囲気があり、ディ
スプレイにも力が入りました。参加人達は自分たちの国に帰った先でフェア・ト



レードショップに紹介するなど、その可能性を広げていくことを目標にしました。

★ すっかり変わってしまった2008年12月27日―――――――――――――――
現地時間午前11時半頃 イスラエル軍がパレスチナ・ガザ地区に大規模な空爆 戦闘
機の音を聞いておびえることしかできない。ただただ安全に過ごすこと、自分の子
どもを守るために何ができるしか考えられないが、ガザのどこも安全ではない。ガ
ザの封鎖による貧困と飢餓で、人々はすでに憔悴しきっていた。イスラエルの狂気
を誰が止められるのか。無力なガザの人々のために祈ってほしい。

★ 突然の爆撃
ガザの中にいるモナさんと、イテダルさんと携帯電話で話す。「どんな様子？」
「何が起こっているの？」

★ まだ軍事攻撃中の1月中旬
ベツレヘムで、ワークショップ、パレスチナの人々に、日本のピースパレードの様
子などを伝え心の交流。ガザの人々の為に祈りました。

★ 爆撃のあとで 子どもたちに再開
ガザ市でも最も貧しいザイトゥーンには国連機関の食料支援は入って来ないとのこ
と。JVCが支援している牛乳とビスケット毎日のとっておきの時間であり幼稚園に
来る楽しみにもなっている。特別なミルクを必要としている人々もあり、それが無
いために亡くなってしまう子どももいるなか、JVCが特別ミルクの支援を決定。す
べての人々がきびしい生活を強いられていますが、その中でも特別ミルクは特別で
す。

★ すっかり破壊された町
ガザ市ザイトィーン地区のアッサムーニーエは今回のイスラエルの軍事侵攻により
ほぼ完全に瓦礫と化した。１１月４日、イスラエル兵は避難命令を出し、約１００
人のアッサムーニーエの人々をここに移住させたと言われています。そして翌日こ
れらの家は軒並み爆撃されたのです。２０の家がほとんど瓦礫の山となり、３０人
以上が亡くなったと言われています。一時停戦を迎えたものの、ガザの封鎖状態は
解かれていません。ガザの人々は壊れたものを直すだけでも、何年何十年もかかる
だろうと、ため息をついていました。



（2002年4月に起きた"ジェニンの虐殺" 記録映画のなかで、パレスチナの人は、
「家は壊されるために造っているようなものだ」と話したのが印象的でした。土
井）

■ 詳しくは...JVC（日本国際ボランティセンター）のホームページ

■ パレスチナオリーブのオリーブオイル・オリーブ石けんを取り扱っています。

■ パレスチナ子どもキャンペーンのパレスチナの伝統と誇りを伝える伝統的な刺繍のバッグ
や小物入れを取り扱っています。
地域によって少しずつ違うデザインが、それぞれに素晴らしい！
～みなさんの応援 お待ちしています！～

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊お知らせ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■ 2009年3月28日(土) 映画上映『Rainbow(レインボー)』＆岡真理さん講演会
パレスチナの人々は、
なぜ、
かくも長きにわたって
苦しまなければならないのか
～ガザの状況から考える～

時間：13:00～16:00
場所：名古屋市女性会館視聴覚室
(地下鉄名城線「東別院」駅より徒歩3分)
参加費:1000円

【プログラムスケジュール】
*13:00～ 映画上映『Rainbow(レインボー)』
占領下で破壊され、奪われ続けるパレスチナの人々の
生活と生命。その痛み、悲しみをレンズに
焼き付けるかのようにカメラはまわる。
パレスチナ／41分／2004年
アース・ビジョン第14回地球環境映像祭アースビジョン大賞

http://www.ngo-jvc.net/
http://www5a.biglobe.ne.jp/~polive/
http://ccp-ngo.jp/photo.html


*13:45～15:15 岡真理さん講演会
[講師プロフィール]
京都大学大学院人間・環境学研究科准教授
専攻は現代アラブ文学・第三世界フェミニズム思想
著書『彼女の「正しい」名前とは何か』(青土社、2000年）
『アラブ、祈りとしての文学』(みすず書房、2008年)等

主催：パレスチナ写真展＆岡真理さん講演会＆レインボー上映会実行委員会

電子メール：huzu＠huzu.jp
ウェブページ：http://www.huzu.jp/
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